
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５３３．輸入貨物情報変更登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 内   容 

ＣＡＩ 輸入貨物情報変更登録呼出し 

ＣＡＩ０１ 輸入貨物情報変更登録 
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１．業務概要 

入力されたＡＷＢ番号に係る輸入貨物情報の変更を行う。 

なお、輸入申告等の申告後は、税関が本業務により行う。 

（１）「輸入貨物情報変更登録呼出し（ＣＡＩ）」業務の場合 

入力されたＡＷＢ番号に係る輸入貨物情報の内容を輸入貨物情報ＤＢより呼び出す。 

（２）「輸入貨物情報変更登録（ＣＡＩ０１）」業務の場合 

入力されたＡＷＢ番号に係る輸入貨物情報の変更内容を登録する。 

なお、本業務により訂正保留となった場合は、税関により「許可・承認等情報登録（輸入保税）（Ｐ

ＣＨ）」業務において保留解除を行う。 

以下に変更できる項目を示す。 

 

①入力者が保税蔵置場の場合 

ＡＷＢ、ＭＡＷＢまたはＵＬＤの訂正 ＨＡＷＢの訂正 

輸入便情報有り 輸入便情報無し ＭＡＷＢに対する

輸入貨物情報ＤＢ

に混載情報有り 

ＭＡＷＢに対する

輸入貨物情報ＤＢ

に混載情報無し 

項目 

未
突
合 

不
突
合 

突
合
後 

未
突
合 

不
突
合 

突
合
後 

未
突
合 

シ
ョ
ー
ト 

オ
ー
バ
ー 

全
量
到
着
済 

未
突
合 

シ
ョ
ー
ト 

オ
ー
バ
ー 

全
量
到
着
済 

品名 × × ○ ○＊１ × ○ × ○ ○＊１ ○ 

仕出地 × × ○ ○＊１ × ○ × ○ ○＊１ ○ 

総個数 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

総重量 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

特殊貨物記号 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

社用品 × × ○ × × ○ × × × × 

荷送人名 × × × × × × × × × × 

荷送人住所 × × × × × × × × × × 

荷送人電話番号 × × × × × × × × × × 

荷受人コード × × × × × × × × × × 

荷受人名 × × × × × × × × × × 

荷受人住所 × × × × × × × × × × 

荷受人電話番号 × × × × × × × × × × 

到着便名 × × × × × × × × × × 

到着空港 × × × × × × × × × × 

到着年月日 × × ○ ○＊１ × ○ × ○ ○＊１ ○ 

搬入年月日 × × ○ ○＊１ × ○ × ○ ○＊１ ○ 

個数 × × ○＊２ ○＊１ × ○＊２ × ○＊２ ○＊１ ○＊２ 

重量 × × ○ ○＊１ × ○ × ○ ○＊１ ○ 

保税蔵置場 × × ○ ○＊１ × ○ × ○ ○＊１ ○ 

仕向地 × × ○ ○＊１ × ○ × ○ ○＊１ ○ 

運送種別 × × ○ ○＊１ × ○ × × ○＊１ × 

ＵＬＤ × × ○ ○＊１ × ○ × × ○＊１ × 

突合済表示 × × × ○＊１ ○ × × × ○＊１ ○ 

（＊１）ＡＷＢ情報（ＨＡＷＢの場合はＨＡＷＢ情報）未登録で、かつ貨物確認情報登録済の場合に変更可 

（＊２）増・減共に変更可 
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②入力者が混載業または航空会社の場合 

ＡＷＢ、ＭＡＷＢまたはＵＬＤの訂正 ＨＡＷＢの訂正 

輸入便情報有り 輸入便情報無し ＭＡＷＢに対する

輸入貨物情報ＤＢ

に混載情報有り 

ＭＡＷＢに対する

輸入貨物情報ＤＢ

に混載情報無し 

項目 

未
突
合 

不
突
合 

突
合
後 

未
突
合 

不
突
合 

突
合
後 

未
突
合 

シ
ョ
ー
ト 

オ
ー
バ
ー 

全
量
到
着
済 

未
突
合 

シ
ョ
ー
ト 

オ
ー
バ
ー 

全
量
到
着
済 

品名 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

仕出地 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

総個数 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

総重量 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

特殊貨物記号 × × × × × × × × × × 

社用品 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷送人名 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷送人住所 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷送人電話番号 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷受人コード × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷受人名 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷受人住所 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷受人電話番号 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

到着便名 × × × × × × × × × × 

到着空港 × × × × × × × × × × 

到着年月日 × × × × × × × × × × 

搬入年月日 × × × × × × × × × × 

個数 × × ○＊５ ○＊４ × ○＊５ × ○＊５ ○＊４ ○＊５ 

重量 × × ○ ○＊４ × ○ × ○ ○＊４ ○ 

保税蔵置場＊３ ○＊４ × ○ ○＊４ × ○ × ○ ○＊４ ○ 

仕向地 ○＊４ × ○ ○＊４ × ○ × ○ ○＊４ ○ 

運送種別 ○＊４ × ○ ○＊４ × ○ × ○ ○＊４ ○ 

ＵＬＤ ○＊４ × ○ ○＊４ × ○ × ○ ○＊４ ○ 

突合済表示 × × × × × × × × × × 

（＊３）入力者が混載業の場合は変更不可 

（＊４）ＡＷＢ情報（ＨＡＷＢの場合はＨＡＷＢ情報）登録済で、かつ貨物確認情報未登録の場合に変更可 

（＊５）増のみ変更可 
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③入力者が税関の場合 

ＡＷＢ、ＭＡＷＢまたはＵＬＤの訂正 ＨＡＷＢの訂正 

輸入便情報有り 輸入便情報無し ＭＡＷＢに対する

輸入貨物情報ＤＢ

に混載情報有り 

ＭＡＷＢに対する

輸入貨物情報ＤＢ

に混載情報無し 

項目 

未
突
合 

不
突
合 

突
合
後 

未
突
合 

不
突
合 

突
合
後 

未
突
合 

シ
ョ
ー
ト 

オ
ー
バ
ー 

全
量
到
着
済 

未
突
合 

シ
ョ
ー
ト 

オ
ー
バ
ー 

全
量
到
着
済 

品名 × × ○ ○＊６ × ○ × ○ ○＊６ ○ 

仕出地 × × ○ ○＊６ × ○ × ○ ○＊６ ○ 

総個数 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

総重量 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

特殊貨物記号 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

社用品 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷送人名 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷送人住所 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷送人電話番号 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷受人コード × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷受人名 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷受人住所 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

荷受人電話番号 × × ○ × × ○ × ○ × ○ 

到着便名 × × ○＊７ × × ○＊７ × ○＊７ × ○＊７ 

到着空港 × × ○＊７ × × ○＊７ × ○＊７ × ○＊７ 

到着年月日 × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 

搬入年月日 × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 

個数 × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 

重量 × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 

保税蔵置場 ○＊８ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 

仕向地 ○＊８ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 

運送種別 ○＊８ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 

ＵＬＤ ○＊８ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 

突合済表示 × × × ○ ○ × × × ○ × 

（＊６）ＡＷＢ情報（ＨＡＷＢの場合はＨＡＷＢ情報）未登録で、かつ貨物確認情報登録済の場合に変更可 

（＊７）不明（便名の場合「ＵＮＫ」、到着空港の場合「ＺＺＺ」）の旨が登録されている場合に変更可 

（＊８）ＡＷＢ情報（ＨＡＷＢの場合はＨＡＷＢ情報）登録済で、かつ貨物確認情報未登録の場合に変更可 

 

２．入力者 

税関、保税蔵置場、混載業、航空会社 

 

３．制限事項 

（１）ＣＡＩ業務の場合 

なし。 

（２）ＣＡＩ０１業務の場合 

①１業務で入力可能な到着便数は、最大２０便とする。 
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②他空港向一括保税運送貨物を追加登録する場合は、入力された到着便名に登録されている他空港向一

括保税運送の運送先の件数が１３件を超えないこと。 

 

４．入力条件 

（１）ＣＡＩ業務の場合 

（Ａ）入力者チェック 

システムに登録されている利用者であること。 

（Ｂ）入力項目チェック 

（ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｃ）輸入貨物情報ＤＢチェック 

①入力されたＡＷＢ番号に対する輸入貨物情報が輸入貨物情報ＤＢに存在すること。 

②入力者が税関の場合は、入力者の管轄内に蔵置されている貨物が存在すること。また、入力者の管

轄内に蔵置されていない場合は、以下のいずれかの条件を満たすこと。 

・入力された到着空港に対する到着便情報が存在する。 

・入力者の管轄内にて「ＡＷＢ情報登録（輸入）（ＡＣＨ）」業務または「ＡＷＢ情報訂正（ＣＡＷ）」

業務（以下、ＡＷＢ情報登録業務という。）、「ＨＡＷＢ情報登録（輸入）（ＨＣＨ）」業務または

「ＨＡＷＢ情報訂正（ＣＨＡ）」業務（以下、ＨＡＷＢ情報登録業務という。）、「貨物確認情報登

録（ＰＫＧ）」業務、「貨物確認情報訂正（ＣＰＫ）」業務、「混載貨物確認情報登録（ＨＰＫ）」

業務または「混載貨物確認情報訂正（ＣＨＰ）」業務（以下、貨物確認情報登録業務という。）が

行われ、かつ突合済でないこと。 

③入力者が保税蔵置場の場合は、以下のいずれかの条件を満たすこと。 

・入力者の管理する保税蔵置場に蔵置されている到着便情報が存在すること。 

・入力者により貨物確認情報登録業務が行われ、突合済みでない到着便情報が存在すること。 

④入力者が混載業の場合は、入力者によりＨＡＷＢ情報登録業務または貨物確認情報登録業務が行わ

れた到着便情報が存在すること。 

⑤入力者が航空会社の場合は、以下のいずれかの条件を満たすこと。 

・入力者によりＡＷＢ情報登録業務または貨物確認情報登録業務が行われた到着便情報が存在し、

かつ、当該入力者と異なる税関官署管轄に蔵置されていない到着便情報が存在すること。 

・入力者の管理する保税蔵置場に蔵置されている到着便情報が存在すること。 

⑥「貨物取扱登録（改装・仕分）（ＣＨＳ）」業務により仕分けられた仕分け親でないこと。ただし、

スプリット情報仕分けの仕分け親は除く。 

⑦「輸出貨物取扱登録（仕分け）（ＡＨＳ）」業務より仕分けられた仕分け親でないこと。 

⑧「輸出貨物取扱登録（仕合せ）（ＡＨＴ）」業務により仕合せられた仕合せ親でないこと。 

⑨訂正保留中でないこと。 

⑩入力者が税関以外の場合は、輸入申告等の輸入通関手続き（予備申告（Ｚ申告、Ｔ申告、Ｕ申告、

Ｊ申告またはＳ申告）は除く）がされていないこと。ただし、貨物到着前輸入申告扱いの予備申告

（Ｊ申告）、貨物到着前輸入申告扱いの輸入（引取）申告または到着即時輸入申告扱い（税関空港

で貨物を引き取る場合または航空貨物の集積場所で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告またはＳ申告）

で輸入許可となった貨物において、到着個数の合計が許可個数に満たない場合を除く。 

⑪貨物取扱許可申請及び見本持出許可申請中でないこと。 
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⑫ＰＣＨ業務による以下の登録が行われていないこと。 

「廃棄届受理」 

「滅却承認」 

「亡失届受理」 

「税関内収容」 

「現場収容」 

「貨物の移動差止」 

「登録情報削除容認」 

「貨物手作業移行」 

⑬入力者が税関以外の場合は、「許可・承認等情報登録（輸入通関）（ＰＡＩ）」業務による許可・承

認登録が行われていないこと。 

⑭「許可・承認等情報登録（監視）（ＰＡＫ）」業務により以下の登録がされていないこと。 

「外貨機用品積込承認（個別）」 

「外貨船用品積込承認」 

「別送品輸入許可」 

⑮税関が未確認である事故情報が登録されている場合は、一般仮陸揚貨物、マル仮貨物、仮・仮貨物

または機移し貨物の到着便情報が存在しないこと。 

（２）ＣＡＩ０１業務の場合 

（Ａ）入力者チェック 

①システムに登録されている利用者であること。 

②変更対象の項目に対して訂正可能な利用者であること。 

（Ｂ）入力項目チェック 

（ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（ｂ）項目間関連チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｃ）輸入貨物情報ＤＢチェック 

（ａ）共通チェック 

①入力されたＡＷＢ番号に対する輸入貨物情報が輸入貨物情報ＤＢに存在すること。 

②入力者が税関の場合は、入力者の管轄内に蔵置されている貨物が存在すること。また、蔵置され

ていない場合は、以下のいずれかの条件を満たすこと。 

・入力された到着空港に対する到着便情報が存在する。 

・ＡＷＢ情報登録業務、ＨＡＷＢ情報登録業務または貨物確認情報登録業務が行われ、かつ突合

済でないこと。 

③入力者が保税蔵置場の場合は、以下のいずれかの条件を満たすこと。 

・入力者の管理する保税蔵置場に蔵置されている到着便情報が存在すること。 

・入力者により貨物確認情報登録業務が行われ、突合済みでない到着便情報が存在すること。 

④入力者が混載業の場合は、入力者によりＨＡＷＢ情報登録業務または貨物確認情報登録業務が行

われた到着便情報が存在すること。 

⑤入力者が航空会社の場合は、以下のいずれかの条件を満たすこと。 

・入力者によりＡＷＢ情報登録業務または貨物確認情報登録業務が行われた到着便情報が存在し、

かつ、当該入力者と異なる税関官署管轄に蔵置されていない到着便情報が存在すること。 

・入力者の管理する保税蔵置場に蔵置されている到着便情報が存在すること。 

⑥ＣＨＳ業務により仕分けられた仕分け親でないこと。ただし、スプリット情報仕分けの仕分け親

は除く。 
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⑦ＡＨＳ業務により仕分けられた仕分け親でないこと。 

⑧ＡＨＴ業務により仕合せられた仕合せ親でないこと。 

⑨訂正保留中でないこと。 

⑩入力された到着便名が登録されていること。ただし、入力者が税関の場合で、かつ「搬入確認登

録（システム対象外保税運送）（ＯＩＮ）」業務で到着便名が不明の旨が登録されていた場合は除

く。 

⑪入力者が税関以外の場合は、輸入申告等の輸入通関手続き（予備申告（Ｚ申告、Ｔ申告、Ｕ申告、

Ｊ申告またはＳ申告）は除く）がされていないこと。ただし、貨物到着前輸入申告扱いの予備申

告（Ｊ申告）、貨物到着前輸入申告扱いの輸入（引取）申告または到着即時輸入申告扱い（税関

空港で貨物を引き取る場合または航空貨物の集積場所で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告またはＳ

申告）で輸入許可となった貨物において、到着個数の合計が許可個数に満たない場合を除く。 

⑫貨物取扱許可申請及び見本持出許可申請中でないこと。 

⑬ＰＣＨ業務による以下の登録が行われていないこと。 

「廃棄届受理」 

「滅却承認」 

「亡失届受理」 

「税関内収容」 

「現場収容」 

「貨物の移動差止」 

「登録情報削除容認」 

「貨物手作業移行」 

⑭入力者が税関以外の場合は、ＰＡＩ業務による許可・承認登録が行われていないこと。 

⑮ＰＡＫ業務により以下の登録がされていないこと。 

「外貨機用品積込承認（個別）」 

「外貨船用品積込承認」 

「別送品輸入許可」  

⑯税関が未確認である事故情報が登録されている場合は、一般仮陸揚貨物、マル仮貨物、仮・仮貨

物または機移し貨物の到着便情報が存在しないこと。 

⑰不突合貨物に対する訂正の場合は、ＨＡＷＢであること。 

（ｂ）品名または仕出地に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①入力者が保税蔵置場の場合は、入力者の管理する保税蔵置場に蔵置されていること。なお、蔵置

されていない場合は、以下の条件をすべて満たすこと。 

・入力者により貨物確認情報登録業務が行われている。 

・未突合である。 

・ＡＷＢの場合は入力された到着便名に対する輸入便情報が輸入便情報ＤＢに存在しない、ＨＡ

ＷＢの場合はＭＡＷＢに対する輸入貨物情報ＤＢに混載情報が存在しない。（以下、輸入便情

報がＤＢに存在しないという。） 

②入力者が航空会社の場合は、入力者が所属する税関官署が管轄する保税蔵置場または入力者の所

属する空港地区と同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されていること。 

（ｃ）荷送人名、荷送人住所、荷送人電話番号、荷受人コード、荷受人名、荷受人住所または荷受人電話

番号に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①入力者が保税蔵置場でないこと。 

②入力者が航空会社の場合は、入力者が所属する税関官署が管轄する保税蔵置場または入力者の所

属する空港地区と同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されていること。 

③入力者によりＡＷＢ報登録業務が行われた到着便情報が存在すること。 
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（ｄ）総個数に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①入力者が税関以外の場合は、入力者が所属する税関官署が管轄する保税蔵置場または入力者の所

属する空港地区と同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されていること。 

②ＣＨＳ業務により仕分けられた仕分け子でないこと。 

③システム外搬入貨物の場合は、運送手段が航空貨物であること。 

④ＵＬＤでないこと。ただし、本業務でＵＬＤ取消しの旨が入力されている場合は除く。 

⑤各到着税関空港における到着便の個数の合計以上であること。 

⑥ＣＨＳ業務により仕分けられたスプリット情報仕分けの仕分け親である場合は、スプリット貨物

の旨を取り消す入力でないこと。 

⑦輸入申告等の輸入通関手続き（予備申告（Ｚ申告、Ｔ申告、Ｕ申告、Ｊ申告またはＳ申告）は除

く）が行われていないこと。ただし、貨物到着前輸入申告扱いの予備申告（Ｊ申告）、貨物到着

前輸入申告扱いの輸入（引取）申告または到着即時輸入申告扱い（税関空港で貨物を引き取る場

合または航空貨物の集積場所で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告またはＳ申告）で輸入許可となっ

た貨物において、到着個数の合計が許可個数に満たない場合を除く。またこの場合、入力した総

個数が許可個数を超えないこと。 

⑧ＰＡＩ業務による許可・承認登録が行われていないこと。 

（ｅ）総重量に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①入力者が税関以外の場合は、入力者が所属する税関官署が管轄する保税蔵置場または入力者の所

属する空港地区と同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されていること。 

②ＣＨＳ業務により仕分けられた仕分け子でないこと。 

③システム外搬入貨物の場合は、貨物種別が航空貨物であること。 

④ＵＬＤでないこと。ただし、本業務でＵＬＤ取消しの旨が入力されている場合は除く。 

⑤総個数が登録されていること。ただし、本業務で総個数が入力されている場合は除く。 

⑥各到着税関空港における到着便の重量の合計以上であること。ただし、ＨＡＷＢの場合は除く。 

（ｆ）特殊貨物記号に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①入力者が税関以外の場合は、入力者が所属する税関官署が管轄する保税蔵置場または入力者の所

属する空港地区と同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されていること。 

②ＵＬＤでないこと。ただし、本業務でＵＬＤ取消しの旨が入力されている場合は除く。 

（ｇ）社用品表示に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①入力者が税関以外の場合は、入力者が所属する税関官署が管轄する保税蔵置場または入力者の所

属する空港地区と同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されていること。 

②ＵＬＤ、ＭＡＷＢ、ＨＡＷＢまたはシステム外搬入貨物でないこと。ただし、ＵＬＤの場合で、

本業務でＵＬＤ取消しの旨が入力されている場合は除く。 

③他所蔵置許可貨物でないこと。ただし、本業務で他所蔵置許可貨物の取消しの旨が入力されてい

る場合は除く。 

（ｈ）到着便情報を変更する場合は、変更対象の到着便情報について以下のチェックを行う。 

（ア）共通チェック 

①保税運送申告、貨物移動情報登録、包括保税運送承認に係る個別運送情報登録または特定保税

運送の登録が行われていないこと。 

②ＣＨＳ業務により仕分けられたスプリット情報仕分けの仕分け親でないこと。 

③入力者が税関以外の場合は、他所蔵置許可貨物でないこと。 

（イ）入力者が税関の場合は、以下のチェックを行う。 

①ＡＷＢ、ＭＡＷＢまたはＵＬＤの場合は、入力者の管轄する保税蔵置場に蔵置されていること。

また、蔵置されていない場合は、入力者の管轄内にてＡＷＢ情報登録業務が行われていること。

ただし、マル仮貨物、仮・仮貨物または機移し貨物の場合は除く。 
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②ＨＡＷＢの場合は、入力者の管轄する保税蔵置場に蔵置されていること。ただし、入力された

到着便名に対する輸入便情報がＤＢに存在しない場合は除く。 

③不突合貨物でないこと。ただし、入力された到着便名に対する輸入便情報がＤＢに存在しない

場合は除く。 

（ウ）入力者が保税蔵置場の場合は、入力者の管理する保税蔵置場に蔵置されていること。なお、蔵置

されていない場合は、以下の条件をすべて満たすこと。 

①ＡＷＢの場合は、ＡＷＢ情報未登録で、かつ入力者により貨物確認情報登録済であること。た

だし、突合済表示については除く。 

②ＨＡＷＢの場合は、ＨＡＷＢ情報未登録で、かつ入力者により貨物確認情報登録済である。た

だし、突合済表示については除く。 

③入力された到着便名に対する輸入便情報がＤＢに存在しない。 

（エ）入力者が混載業の場合は、入力者によりＨＡＷＢ情報登録業務が行われていること。 

（オ）入力者が航空会社の場合は、入力者によりＡＷＢ情報登録業務または貨物確認情報登録業務が行

われ、かつ入力者が所属する税関官署が管轄する保税蔵置場または入力者の所属する空港地区と

同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されていること。ただし、マル仮貨物、仮・仮貨物または機移

し貨物として登録されている場合は除く。また、貨物確認情報登録業務が行われている場合は、

保税蔵置場に蔵置されていること。 

（カ）個数または重量に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①マル仮貨物、仮・仮貨物及び機移し貨物以外の個数の合計が総個数以下であること。 

②マル仮貨物、仮・仮貨物及び機移し貨物以外の重量の合計が総重量以下であること。 

③「ＵＬＤ引取情報登録（ＵＤＡ）」業務が行われていないこと。 

（キ）保税蔵置場に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①変更前の保税蔵置場において「貨物取扱登録（特殊貨物）（ＣＨＴ）」業務が行われていないこ

と。 

②航空会社保税蔵置場が入力された場合は、仮陸揚貨物、他空港向一括保税運送貨物または航空

会社保税蔵置場向け社用品であること。または、その旨が入力されていること。 

③ＵＤＡ業務が行われていないこと。 

（ク）仕向地に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①ＣＨＳ業務により仕分けられた仕分け子でないこと。 

②貨物到着前輸入申告扱いの予備申告（Ｊ申告）または到着即時輸入申告扱いの予備申告（税関

空港で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告）の旨が登録されている場合で、申告先の税関官署と異な

る税関空港でＡＷＢ情報登録業務が行われている場合は、システム内の税関空港が入力されて

いること。 

③到着即時輸入申告扱いの予備申告（航空貨物の集積場所で貨物を引き取る場合）（Ｓ申告）の旨

が登録されている場合は、システム内の税関空港が入力されていること。 

④システム外搬入貨物として登録された到着便情報の場合は、システム内の税関空港が入力され

ていること。 

⑤ＵＤＡ業務が行われていないこと。 
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⑥以下の貨物種別設定条件表の条件を満たしていること。ただし、システム外搬入貨物として登

録された到着便情報の場合は除く。 

 

表１ 貨物種別設定条件表 

仕向地 ＵＬＤ表示＊８ 運送種別＊９ 社用品 

 △  

 △ ＳＶ 

入力者の所属する税関

官署と同一の税関官署

内税関空港コード  １ ＳＶ 

 Ｔ  

 Ｔ ＳＶ 

 Ｋ  

 Ｋ ＳＶ 

 Ｍ  

 Ｍ ＳＶ 

 ？  

 ？ ＳＶ 

Ｋ Ｔ  

Ｋ Ｋ  

Ｋ Ｍ  

Ｕ Ｔ  

Ｕ Ｔ ＳＶ 

Ｕ Ｋ  

Ｕ Ｋ ＳＶ 

Ｕ Ｍ  

入力者の所属する税関

官署と異なる税関官署

内システム内税関空港

コード 

Ｕ Ｍ ＳＶ 

 △  

 △ ＳＶ 

 Ｋ  

 Ｋ ＳＶ 

 Ｔ  

 Ｔ ＳＶ 

 Ｍ  

 Ｍ ＳＶ 

 ？  

 ？ ＳＶ 

Ｋ △  

Ｋ Ｋ  

Ｋ Ｍ  

Ｕ △  

Ｕ △ ＳＶ 

Ｕ Ｋ  

Ｕ Ｋ ＳＶ 

Ｕ Ｍ  

システム外税関空港コ

ード 

Ｕ Ｍ ＳＶ 
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仕向地 ＵＬＤ表示＊８ 運送種別＊９ 社用品 

 △  

 △ ＳＶ 

 Ｋ  

 Ｋ ＳＶ 

 Ｈ  

 Ｈ ＳＶ 

 Ｍ  

 Ｍ ＳＶ 

Ｋ △  

Ｋ Ｋ  

Ｋ Ｈ  

Ｋ Ｍ  

Ｕ △  

Ｕ △ ＳＶ 

Ｕ Ｋ  

Ｕ Ｋ ＳＶ 

Ｕ Ｈ  

Ｕ Ｈ ＳＶ 

Ｕ Ｍ  

外国都市コード 

Ｕ Ｍ ＳＶ 

（＊８）ＵＬＤ表示 

Ｋ：ＵＬＤ 

Ｕ：ＵＬＤ収容貨物 

（＊９）運送種別 

△：到着空港揚貨物、一般仮陸揚貨物 

Ｋ：マル仮貨物、仮・仮貨物 

１：航空会社保税蔵置場向け社用品 

Ｔ：他空港向一括保税運送貨物 

Ｈ：他空港向一括保税運送仮陸揚貨物 

Ｍ：機移し貨物 

？：運送種別が未定 

 

⑦システム内税関空港が入力された場合は、全到着便の仕向地がシステム内税関空港であること。 

⑧外国都市またはシステム外税関空港が入力された場合は、全到着便の仕向地が外国都市または

システム外税関空港として登録されていること。 

（ケ）運送種別に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①ＭＡＷＢでないこと。ＨＡＷＢの場合は、「Ｘ」または「Ｏ（オー）」であること。 

②システム外搬入貨物として登録された到着便情報でないこと。 

③ＣＨＳ業務により仕分けられた仕分け子でないこと。 

④貨物到着前輸入申告扱いの予備申告（Ｊ申告）または到着即時輸入申告扱いの予備申告（税関

空港で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告）の旨が登録されている場合は、申告先の税関官署と同一

な税関空港でＡＷＢ情報登録業務が入力されていないこと。 

⑤前述の貨物種別設定条件表の条件を満たしていること。 

⑥税関が未確認である事故情報が登録されている場合、一般仮陸揚貨物、マル仮貨物、仮・仮貨

物または機移し貨物への変更でないこと。 
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⑦航空会社保税蔵置場向け社用品の旨が入力された場合は、保税蔵置場に航空会社保税蔵置場が

入力されていること。 

⑧入力された到着便の貨物をマル仮貨物、仮・仮貨物または機移し貨物から到着空港揚貨物また

は一般仮陸揚貨物へ変更する場合は、到着空港揚貨物または一般仮陸揚貨物が２０便到着済で

ないこと。 

⑨ＵＤＡ業務が行われていないこと。 

（コ）ＵＬＤに入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①ＭＡＷＢまたはＨＡＷＢでないこと。 

②システム外搬入貨物として登録された到着便情報でないこと。 

③ＣＨＳ業務により仕分けられた仕分け子でないこと。 

④前述の貨物種別設定条件表の条件を満たしていること。 

⑤ＵＬＤの旨が入力された場合は、スプリット貨物で２便以上到着済でないこと。 

⑥ＵＬＤ収容貨物の旨が入力された場合は、ＰＫＧ業務が行われていないこと。 

（サ）突合済表示に入力された場合は、以下のチェックを行う。 

①「Ｙ」が入力された場合は、ＵＬＤ収容貨物でないこと。 

②「Ｙ」が入力された場合は、未突合または不突合であり、かつ入力された到着便名に対する輸

入便情報がＤＢに存在しないこと。 

③「Ｘ」が入力された場合は、全到着便情報が未突合または不突合であり、かつ全到着便に対す

る輸入便情報がＤＢに存在しないこと。 

④「Ｒ」が入力された場合は、既に「Ｘ」により無効となっていること。 

⑤ＵＤＡ業務が行われていないこと。 

（Ｄ）輸出貨物情報ＤＢチェック 

入力されたＡＷＢ番号が仮陸揚貨物の場合で、当該ＡＷＢ番号に対する輸出貨物情報が輸出貨物情

報ＤＢに存在する場合は、以下のチェックを行う。ただし、ＵＬＤは除く。 

（ａ）訂正の場合 

①一般仮陸揚貨物、仮・仮貨物、出・仮貨物または機移し貨物であること。 

②搭載完了がされていないこと。 

③到着便情報の訂正の場合は、ＵＬＤへ積付がされていないこと。 

④搬出がされていないこと。 

⑤「保税運送申告（一括）（ＧＯＬ）」業務が行われていないこと。 

⑥当該貨物がＨＡＷＢの場合は、貨物取扱中でないこと。 

⑦当該貨物がＨＡＷＢの場合は、混載仕立がされていないこと。 

⑧到着個数の合計が貨物総個数（入力がある場合は、入力総個数）以下であること。 

⑨到着重量の合計が貨物総重量（入力がある場合は、入力総重量）以下であること。 

⑩「許可・承認等情報登録（輸出保税）（ＰＡＨ）」業務による以下の登録が行われていないこと。 

「貨物の移動差止」 

「貨物手作業移行」 

（ｂ）到着貨物を削除する場合 

①仮陸揚貨物、仮・仮貨物、出・仮貨物または機移し貨物であること。 

②搭載完了がされていないこと。 

③ＵＬＤへ積付がされていないこと。 

④搬出がされていないこと。 

⑤ＧＯＬ業務が行われていないこと。 

⑥当該貨物がＨＡＷＢの場合は、貨物取扱中でないこと。 

⑦当該貨物が混載仕立がされていないこと。 
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⑧ＰＡＨ業務による以下の登録が行われていないこと。 

「貨物の移動差止」 

「貨物手作業移行」 

（Ｅ）輸入便情報ＤＢチェック 

入力された到着便名に対する輸入便情報が輸入便情報ＤＢに存在する場合で、他空港向一括保税運

送貨物を追加登録する場合は、当該便の運送先の件数が１３件を超えないこと。 

 

５．処理内容 

（１）ＣＡＩ業務の場合 

（Ａ）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合に処理結果コード「０００００－００００

－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、「０００００－００００－００００」以外の処理結果コードを

設定の上、処理結果通知出力処理を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（Ｂ）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

（Ｃ）注意喚起メッセージ出力処理 

登録を行うには再送信が必要な旨の注意喚起メッセージを出力する。 

（２）ＣＡＩ０１業務の場合 

（Ａ）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合に処理結果コード「０００００－００００

－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、「０００００－００００－００００」以外の処理結果コードを

設定の上、処理結果通知出力処理を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（Ｂ）訂正判定処理 

入力内容に基づき訂正等を認めるか、訂正を保留にするかを判定する。ただし、入力者が税関の場

合は、判定処理は行わない。 

（Ｃ）輸入貨物情報ＤＢ処理 

①突合済表示に「Ｙ」が入力された場合は、変更対象の到着便情報に突合済の旨を設定する。 

②品名、個数、重量及び運送種別等に変更がある場合は、当該項目の更新を行う。 

③仮陸揚貨物を取り消した場合は、仮陸揚貨物情報を削除する。 

④新たに仮陸揚貨物の入力をした場合は、仮陸揚貨物情報を登録する。 

⑤到着即時輸入申告扱いの予備申告（税関空港で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告）が登録されている

場合で、マル仮貨物または国内向け機移し貨物から他空港向一括保税運送貨物または到着空港揚貨

物へ変更した場合は、予備申告（本申告自動起動）（Ｚ申告）を行う旨に変更する。 

⑥到着即時輸入申告扱いの予備申告（税関空港で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告）が予備申告（本申

告自動起動）（Ｚ申告）を行う旨に変更となった場合で、他空港向一括保税運送貨物または到着空

港揚貨物からマル仮貨物または国内向け機移し貨物へ変更した場合は、到着即時輸入申告扱いの予

備申告（税関空港で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告）に変更する。 

⑦貨物到着前輸入申告扱いの予備申告（Ｊ申告）または到着即時輸入申告扱いの予備申告（税関空港

で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告）が登録されている場合で、到着個数の合計以上の総個数が入力

された場合は、予備申告（本申告自動起動）（Ｚ申告）を行う旨に変更する。 

⑧入力者が税関以外の場合で、前述の訂正判定処理において訂正保留となった場合は、変更対象の到

着便情報に訂正保留中の旨を登録する。 
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（Ｄ）輸入便情報ＤＢ処理 

ＡＷＢの場合は、入力された到着便名に対する輸入便情報が輸入便情報ＤＢに存在する場合は、Ｕ

ＬＤ表示、個数、重量、運送種別、仕向地、社用品表示及び突合内容等を設定する。 

ＡＷＢの場合で、かつ入力された到着便名に対する輸入便情報が輸入便情報ＤＢに存在する場合は、

以下の処理を行う。 

①ＵＬＤ表示、個数、重量、運送種別、仕向地、社用品表示及び突合内容等を設定する。 

②航空会社向けフライトサマリ情報が存在する場合、個数及び重量等を設定する。 

③保税蔵置場向けフライトサマリ情報が存在する場合、個数及び重量等を設定する。 

（Ｅ）輸出貨物情報ＤＢ処理 

入力されたＡＷＢ番号がマル仮貨物、仮・仮貨物、一般仮陸揚貨物または機移し貨物の場合は、以

下の処理を行う。 

（ａ）輸出貨物情報が輸出貨物情報ＤＢに存在する場合 

①仕向地または運送種別に入力された場合は、仕向地または運送種別を更新する。 

②マル仮貨物、仮・仮貨物、一般仮陸揚貨物または機移し貨物から到着空港揚貨物、他空港向一括

保税運送貨物への変更があった場合で、以下の条件をすべて満たす場合は、輸出貨物情報を無効

にする。 

・有効な便情報が存在しない。 

・輸出貨物及び出・仮貨物でない。 

（ｂ）輸出貨物情報が輸出貨物情報ＤＢに存在しない場合 

仕向地が国内である貨物からマル仮貨物、仮・仮貨物、一般仮陸揚貨物または機移し貨物へ変更

があった場合は、輸出貨物情報を作成する。 

（Ｆ）スプリット解除処理 

総個数に「Ｘ」が入力された場合、またはスプリット貨物で到着個数（入力がある場合は、入力個

数）と総個数（入力がある場合は、入力総個数）が一致し、かつ到着便が１便の場合は、輸入貨物情

報に以下の処理を行う。 

①スプリットの旨を取り消す。 

②当該貨物がＭＡＷＢで、かつＨＰＫ業務にて混載貨物確認終了済の場合は、削除表示を設定する。 

③当該貨物がＨＡＷＢの場合は、全量到着済の旨を設定する。 

（Ｇ）全量到着済処理 

スプリット貨物で到着個数（入力がある場合は、入力個数）の合計と総個数（入力がある場合は、

入力総個数）が一致し、かつ到着便が２便以上（全便突合済）の場合は、輸入貨物情報に以下の処理

を行う。 

①全量到着済の旨を登録する。 

②当該貨物がＭＡＷＢで、かつ全到着便がＨＰＫ業務にて混載貨物確認終了済の場合は、削除表示を

設定する。 

（Ｈ）全量到着済解除処理 

全量到着済の場合で、総個数を変更し到着個数の合計以上になった場合は、輸入貨物情報に全量到

着済の旨を取り消す。 

ただし、マル仮貨物、仮・仮貨物及び機移し貨物を除く到着便が２０便の場合、または入力地域の

空港における到着便が２０便の場合は除く。 

（Ｉ）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

 

６．出力情報 

（１）ＣＡＩ業務の場合 
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情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

輸入貨物情報変更登録

呼出し結果情報 

なし 入力者 

 

（２）ＣＡＩ０１業務の場合 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

訂正済情報 入力者が税関の場合 入力者 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が税関以外である 

（２）訂正が承認された 

入力者 訂正控情報 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が航空会社または混載業である 

（２）訂正が承認されている 

（３）蔵置中であり、当該情報を出力する旨が登

録されている 

訂正対象貨物が蔵置さ

れている保税蔵置場 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が税関以外である 

（２）訂正が保留された 

入力者 訂正保留控情報 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が航空会社または混載業である 

（２）訂正が保留されている 

（３）蔵置中であり、当該情報を出力する旨が登

録されている 

訂正対象貨物が蔵置さ

れている保税蔵置場 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が保税蔵置場である 

（２）訂正が承認されている 

保税蔵置場の管轄税関 

（保税担当部門） 

（監視担当部門） 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が航空会社または混載業である 

（２）訂正が承認されている 

（３）入力者が所属する税関官署が管轄する保税

蔵置場または入力者の所属する空港地区と

同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されてい

ない 

入力者の所属する税関 

（保税担当部門） 

（監視担当部門） 

訂正確認情報 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が航空会社または混載業である 

（２）訂正が承認されている 

（３）入力者が所属する税関官署が管轄する保税

蔵置場または入力者の所属する空港地区と

同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されてい

る 

各到着空港で最初の貨

物確認情報登録業務を

行った保税蔵置場の管

轄税関 

（保税担当部門） 

（監視担当部門） 
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情報名 出力条件 出力先 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が保税蔵置場である 

（２）訂正が保留されている 

保税蔵置場の管轄税関 

（保税担当部門） 

（監視担当部門） 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が航空会社または混載業である 

（２）訂正が保留されている 

（３）入力者が所属する税関官署が管轄する保税

蔵置場または入力者の所属する空港地区と

同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されてい

ない 

入力者の所属する税関 

（保税担当部門） 

（監視担当部門） 

訂正保留確認情報 

以下の条件をすべて満たすとき、出力する 

（１）入力者が航空会社または混載業である 

（２）訂正が保留されている 

（３）入力者が所属する税関官署が管轄する保税

蔵置場または入力者の所属する空港地区と

同一地区の空港保税蔵置場に蔵置されてい

る 

各到着空港で最初の貨

物確認情報登録業務を

行った保税蔵置場の管

轄税関 

（保税担当部門） 

（監視担当部門） 

分割貨物完了情報 全量到着済となった場合 各到着空港単位に最初

のＡＷＢ情報登録業務

を行った航空会社 

保税関係確認情報 税関届出用特殊貨物記号の変更または追加があっ

た場合 

入力者の所属する税関 

（保税担当部門） 

 

７．特記事項 

（１）本業務に入力される項目（品名、仕向地、積込港、総個数、総重量）については、別紙Ｌ０２「共通項

目（航空輸出貨物情報）の登録優先順位」に従って輸出貨物情報ＤＢに登録または更新する。 

（２）保税蔵置場を変更する場合で、保税蔵置場向けフライトサマリ情報が存在しない（入力した保税蔵置場

において、同一到着便に対しＰＫＧ業務が１度も実施されていない）場合、保税蔵置場向けフライトサ

マリ情報には変更内容が反映されない。そのため、保税蔵置場向けフライトサマリに正しい個数等が計

上されない場合がある。 

 


